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・次の関数の導関数を求めよ

　　 (1)
x3 − 3x+ 1

x− 2(
x3 − 3x+ 1

x− 2

)′

=
(x3 − 3x+ 1)′ × (x− 2)− (x3 − 3x+ 1)× (x− 2)′

(x− 2)2

=
(3x2 − 3)× (x− 2)− (x3 − 3x+ 1)× 1

(x− 2)2

=
(3x3 − 6x2 − 3x+ 6)− (x3 − 3x+ 1)

(x− 2)2

=
2x3 − 6x2 + 5

(x− 2)2

　　 (2) cos(2x2 − 3){
cos(2x2 − 3)

}′
=

{
− sin(2x2 − 3)

}
× (2x2 − 3)′

=
{
− sin(2x2 − 3)

}
× 4x

= −4x sin(2x2 − 3)

　　 (3) (3x− 1)5{
(3x− 1)5

}′
=

{
5(3x− 1)4

}
× (3x− 1)′ = 5(3x− 1)4 × 3

= 15(3x− 1)4

・次の関数を変数 xと yについてそれぞれ偏導関数 zx, zyを計算せよ。
　　 (4) z = x4 − 5x3y2 + y5

　　　　　 xで偏微分する場合

　　　　　　 zx =
∂

∂x

(
x4 − 5x3y2 + y5

)
　　　　　　 =

(
∂

∂x
x4

)
− 5y2 ×

(
∂

∂x
x3

)
+ y5 ×

(
∂

∂x
1

)
　　　　　　 = 4x3 − 5y2 × 3x2 + y5 × 0

　　　　　　 = 4x3 − 15x2y2

　　　　　 yで偏微分する場合

　　　　　　 zy =
∂

∂y

(
x4 − 5x3y2 + y5

)
　　　　　　 = x4 ×

(
∂

∂y
1

)
− 5x3 ×

(
∂

∂y
y2
)
+

(
∂

∂y
y5
)

　　　　　　 = x4 × 0− 5x3 × 2y + 5y4

　　　　　　 = −10x3y + 5y4



　　 (5) z = x2y − 8x2

y
+

2

x3y4
= x2y − 8x2y−1 + 2x−3y−4

　　　　　 xで偏微分する場合

　　　　　　 zx =
∂

∂x

(
x2y − 8x2y−1 + 2x−3y−4

)
　　　　　　 = y ×

(
∂

∂x
x2

)
− 8y−1 ×

(
∂

∂x
x2

)
+ 2y−4 ×

(
∂

∂x
x−3

)
　　　　　　 = y × 2x− 8y−1 × 2x+ 2y−4 × (−3×−4)

　　　　　　 = 2xy − 16xy−1 − 6x−4y−4 = 2xy − 16x

y
− 6

x4y4

　　　　　 yで偏微分する場合

　　　　　　 zy =
∂

∂y

(
x2y − 8x2y−1 + 2x−3y−4

)
　　　　　　 = x2 ×

(
∂

∂y
y

)
− 8x2 ×

(
∂

∂y
y−1

)
+ 2x−3

(
∂

∂y
y−4

)
　　　　　　 = x2 × 1− 8x2 × (−y−2) + 2x−3 × (−4y−5)

　　　　　　 = x2 + 8x2y−2 − 8x−3y−5 = x2 +
8x2

y2
− 8

x3y5

　　 (6) z = (x3 − 5xy − 2y2)4

　　　　　 xで偏微分する場合

　　　　　　 t = x3−5xy−2y2と置くと t4なので、形式的な微分は4t3 ⇒ 4(x3−5xy−2y2)3

　　　　　　中身の偏微分は 3x2 − 5yであるから（−2y2は xがないので微分すると 0）

　　　　　　合成関数の微分を使って

　　　　　　　　 zx = 4(x3 − 5xy − 2y2)3(3x2 − 5y)

　　　　　 yで偏微分する場合

　　　　　　中身の偏微分は−5x− 4yであるから（x3は yがないので微分すると 0）

　　　　　　合成関数の微分を使って

　　　　　　　　 zy = 4(x3 − 5xy − 2y2)3(−5x− 4y)

　　　　　結果については 4を括弧の中に入れたりして

　　　　　　　　 zx = (12x2 − 20y)(x3 − 5xy − 2y2)3

　　　　　　　　 zy = −(20x+ 16y)(x3 − 5xy − 2y2)3

　　　　　と書いてもかまわない。（試験の際は同じ結果であるか確認するのでどれでもOK）

≪演習の提出について≫

　演習は基本的にＫ３号館３３０９教室前のレポート入れに期限内に入れること。その際、
場所（18番のボックス：確率統計 Sと共通）を間違えないようにしてください。

資料置場

　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/
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・高次偏導関数

　　次の関数が zxy = zyxであることを確かめよ（zx → zxy, zy → zyx の計算の途中式を書くこと）

　　　 (1) z = 4x3y − 5x3y−2 − 4y3　　　　　　 (2) z =
y

x+ y2
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